西病棟チームカンファレンス記録
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平成２３年　６月　２８日　(火)　　　　　　　司会：藤原　百合子　記録：山田　真紀
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・ホワイトボードの書式の変更に伴ない、記入の仕方について各自確認をお願いします。
・7/8(木)適時調査があります。カルテの綴り順について各自確認をお願いします。
・月末となりましたので、日常生活支援評価表、SST総括、活動総括の記入を行って下さい。

・6/30(木)に満足度調査を行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・小笠原　禮子様～本日、療養環境変更目的にて北病棟へ移動となっています。

・石切　久様～7/1(金)　9：00～9：30　主治医より外出許可となっています。

・古舘　正行様～7/1(金)　9：00～9：30　主治医より外出許可となっています。

・菅井　浩子様～予測指示、不穏時リントン(5)1A・拒薬時様子観察、7/11(月)まで継続となります。

＜注目患者様ケース検討＞

・松林　政道様～昨日東病棟より転入となっています。日課問題なく行い、余暇は自室にて過ごされています。昨夜は移動したばかりで眠れなかったと話されています。気分変動に注意し観察し関わりを継続していきましょう。

・坂　貢様～独語が見られており、介入にしばらく気付かないでいる事がありますが、対応は穏

やかです。夜間の睡眠の確保はできており、日課・プログラムも問題なく行ってい
ます。表情の硬さは見られませんが、突発的な行動をとる危険性がある為注意し、
精神症状の観察を行っていきましょう。また、歩行時ふらつき見られている為、転
倒に注意し歩行状態の観察も行っていきましょう。

・坂本　のり子様～日課・プログラム拒否・遅れることなく行っています。行動の荒々しさについて、本人様の性格や長期にわたる入院生活での慢性的な部分とも考えられ、介入しても改善は見られません。引き続き他者とのトラブルに注意し根気よく介入を継続していきましょう。

・曽我　正子様～昨日15：00までに排便ない為、予測指示グリセリン浣腸120mlを実施する際、拒否的でイライラした様子みられ、本日、昨日の件でスタッフへ謝りに来られています。本日は荷物をベッド上にまとめ出す行為見られています。気分高揚・他者への干渉が見られていますので精神症状の観察や他者とのトラブルに注意していきましょう。

＜定期薬変更者＞

・中村　勇樹様～バレリン(抗てんかん剤)(200)→(100)へ減薬となっています。気分高揚に注意し観察していきましょう。

・八森　正様～ベゲタミンA(精神神経用剤)　1T　就床前追加となっています。昼夜逆転している為、日中の活動、夜間の睡眠状態の観察を行っていきましょう。

・佐々木　康子様～フルニトラゼパム(催眠鎮静剤) (1)→(1.5)へ増薬となっています。夜間の睡眠状態の観察を行っていきましょう。

＜皮膚科診察状況＞

・変更者はありません。

＜GAF評価方法・入力などの確認・評価検討＞

・松林　政道様～GAFは40としています。
＜SST評価・検討＞

・松林政道様未導入。

・6/25(土)実施率100％

・総括の記入について、感想を記入するのではなく、リーダーの進行状況の様子・次回への改善点・アプローチ内容等を記入するようにして行きましょう。

